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Ⅰ 調査研究の背景・目的 

粉じん作業においては、労働安全衛生法により粉じんの発散を防止するため密

閉装置あるいは局所排気装置の設置が義務付けられているほか、その従事作業者

が粉じんを吸引することがないように、防じんマスクの使用も行われている。 

しかし、現実には密閉装置あるいは局所排気装置の設置並びにその機能自体も

十分とは言えず、また防じんマスクもその性能自体は国家検定により保証された

ものではあるものの装着方法によっては多くの漏れが生じる等、性能を十分発揮

しているとは言えない状況にある。 

岡山産業保健推進センターの平成１５年度の調査研究「粉塵作業場におけるマ

スク効率と呼吸機能に関する研究」においても、防じんマスクの装着状況によっ

て漏れ率の高いことが明らかになっている。 

 

 

そういった状況の中、電動ファンによりフィルターを通した外気がマスク内に

押し込まれマスク内が陽圧になることから従来の防じんマスクに比べ漏れが極め

て少ない電動ファン付き呼吸用保護具が開発された。 

この電動ファン付き呼吸用保護具が、労働安全衛生法の改正により平成２６年

６月１日から型式検定の対象となり、その使用の効果が期待されている。 

しかし、電動ファン付き呼吸用保護具の優れた特性は認められるものの従来の

防じんマスクより高額であること等から、現在のところ作業現場での使用は極め

て限定的となっている。 

今回の調査研究は、電動ファン付き呼吸用保護具と従来の防じんマスクとの着

用時における作業者への肉体的負荷を測定し比較することで、電動ファン付き呼

吸用保護具の着用時の負荷の軽減を客観的に評価するものである。 

同時に被験者等への着用アンケート調査を実施し、電動ファン付き呼吸用保護
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具と従来の防じんマスクとの使用上の長所・短所を把握し、電動ファン付き呼吸

用保護具の有効性について検討するものである。 

この調査研究により、電動ファン付き呼吸用保護具着用による作業者への負荷

の軽減の客観的な評価を行うことで、従来の防じんマスクに代わり、より有効で

ある電動ファン付き呼吸用保護具の使用への理解が進み、電動ファン付き呼吸用

保護具の普及等により作業者の肉体的負荷の軽減等が期待できる。 

 

Ⅱ 調査対象と方法 

１ 調査対象 

 調査対象は、岡山県における粉じん作業の代表的な業種である耐火物製造業

と造船業の４事業場とし、そこで粉じん作業を行う作業者各４名計１６名につ

いてそれぞれ負荷測定及びアンケート調査を行った。 

また、作業者の防じんマスクを着用しない無負荷の状態における測定項目を

補完するため、大学の研究室において学生等を比較被験者として負荷測定も併

せて行った。 

さらに、負荷測定を行った４事業場の他、粉じん作業で行う事業場４社にお

いて計８０名の作業者についてもアンケート調査を行った。 

 

２ 負荷測定 

（１）調査方法等 

作業中の作業者に 

電動ファン付き呼吸用保護具 

従来の防じんマスク 

それぞれ着用させ、 

①マスク内外差圧 

②マスク内外湿度 

③マスク内外温度 

④呼吸数 

⑤心拍数 

⑥心拍変動（ＬＦ／ＨＦ） 

⑦体温（皮膚温度） 

⑧血中酸素濃度 

の測定及びアンケート調査を行った。 
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身体的負荷の量は、被検者の呼気中の酸素濃度を測定して酸素消費量を

求めることにより推定するのが一般的であるが、呼気を回収するチューブ

をマスクに取り付けてしまうと息を吐くのに力が必要になり、電動ファン

の効果を正しく求めることができない。 

そこで、「測定項目の因果関係」に示す通り、作業によって身体的負荷が

高まると酸素消費量が増大するが、電動ファン付き呼吸用保護具の着用に

より呼吸努力が軽減されることで身体的負荷つまり酸素消費量が減少する

ことになるから、酸素消費量の変化のもととなる「血中酸素濃度」、「脈拍

数」及び「呼吸数」を、またそれらが影響する「皮膚温度」、「マスク内温

度」及び「マスク内湿度」を測定し、電動ファンが身体的負荷に及ぼす影

響を検討することとした。 

加えて、呼吸努力を数値で見るために「マスク内圧」も測定項目とした。 

及ぼすまた、作業者の防じんマスクを着用しない無負荷の状態の測定は、

実際の粉じん作業で行うことができないため、大学の研究室において学生

等を比較被験者として 

①電動ファン付き呼吸用保護具着用時 

②従来の防じんマスク着用時 

③不着用時 

においてそれぞれ測定を行った。 

 

 

測定項目の因果関係 
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（２）使用した電動ファン付き呼吸用保護具と防じんマスク 

  ①電動ファン付き呼吸用保護具 

    Ａ社 直結式 半面形 

電動ファンの性能 大風量形 

漏れ率に係る性能 Ｂ級（５．０％以下） 

ろ過材の性能 ＰＬ１（９５．０％以上） 

吸気抵抗  ９０Ｐａ以下 

排気抵抗  ６０Ｐａ以下 

質量    ２４３ｇ以下 

Ｂ社 直結式 半面形 

電動ファンの性能 大風量形 

漏れ率に係る性能 Ｂ級（５．０％以下） 

ろ過材の性能 ＰＬ１（９５．０％以上） 

吸気抵抗  １６０Ｐａ以下 

排気抵抗  ８０Ｐａ以下 

質量    ３９０ｇ以下 

  ②防じんマスク 

    Ａ社 取替え式防じんマスク 

区分 ＲＬ２ 

粒子捕集効率 ９５．０％以上（国家検定規格値） 

  吸気抵抗   ７５Ｐａ以下 

  排気抵抗   ５２Ｐａ以下 

  質量     １５５ｇ以下 

Ｂ社 取替え式防じんマスク 

区分 ＲＬ２  

粒子捕集効率 ９５．０％以上（国家検定規格値） 

  吸気抵抗   ６５Ｐａ以下（社内基準値） 

  排気抵抗   ６０Ｐａ以下（社内基準値） 

  質量     ２３５ｇ以下 

 

（３）測定項目及び使用機器 

①マスク内外差圧 

    圧力トランスデューサ  
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Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ社 

        Ａｒｅｓ ＧＡ１００－００５ＷＤ（１．２５ｋＰａ） 

（パナソニック電工 ＡＤＰ５１Ｂ６１（６ｋＰａ）） 

②マスク内外湿度 

    湿度センサー Ｂ－５３０ 

③マスク内外温度 

    Ｋ型熱電対 ＪＢＳ－７１１５－５Ｍ－Ｋ 

④呼吸数 

    マスク内圧変動から計測 

⑤脈拍数 

    パシフィックメディコ社 

Ｐｕｌｓｅ Ｗａｔｃｈ ＰＭＰ－２００ＧｐｌｕｓＸ 

（腕取付タイプ） 

⑥心拍変動（ＬＦ／ＨＦ） 

    ⑤と同じ。 

⑦体温 

    ③と同じ。皮膚温度を測定する。 

⑧血中酸素濃度 

        ⑥と同じ。 

 

    ② 

 

③⑦ 

 

①④ 

   

⑤⑥⑧ 

 

 

 

（４）測定方法 

マスクにセンサーを取り付け、ウエストバッグのハンディデータロガー



7 

 

にデータを集積する。 

 

使用したハンディデータロガーは、 

ＧＲＡＰＨＴＥＣ社 ｍｉｎｉ ＬＯＧＧＥＲ ＧＬ２２０ 

 

 

測定データからエラーを取り除いた処理済みデータをもとに、最大値、

最小値、平均値、標準偏差を求め、それぞれの数値の比較検討を行った。 

 

（５）測定対象者 

   ①造船業       ２社８名（溶接作業等従事者） 
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   ②耐火物製造業    ２社８名（粉体混合作業等従事者） 

   ③大学生（比較被験者） １２名（１～５階の階段昇降３回） 

 

３ アンケート調査 

負荷測定を行った４事業場の１６名の測定対象者に加え、負荷測定を行

った４事業場並びに粉じん作業で行う事業場の作業者に対し、電動ファン

付き呼吸用保護具及び従来の防じんマスクの使用に係るアンケート調査を

行った。 

使用したアンケート票は、別添のとおり。 

負荷測定を行った被験者に対し、「②今回のテストで電動ファン付呼吸用

保護具を使用された方にお聞きします。」の質問を、日頃から電動ファン付

き呼吸用保護具を使用している作業者に対し、「③日頃、作業で電動ファン

付き呼吸用保護具を使用された方にお聞きします。」の質問を、日頃から従

来の防じんマスクを使用している作業者に対し、「④日頃、作業で防じんマ

スク（電動ファン付き呼吸用保護具以外）を使用された方にお聞きします。」

の質問を行った。 

アンケート調査を実施した事業場の業種は、粉じん作業の代表的な業種

である造船業、耐火物製造業、鉄鋼業である。 
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整理番号（　　　　　　　）

①初めにお聞きします。

②今回のテストで電動ファン付呼吸用保護具を使用された方にお聞きします。

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①強い ②同じぐらい ③少ない ①強い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

1 性別は？ １　男 ２　女

1 今までの使用期間は？ １　１年以上

１　ない ２　ある

２　３か月以上 ３　３か月未満

差支えなければ、疾患名をお書きください。

2 粉じん作業の経験は？ 　　　　　年　　　　　月

設 問
回　　　　　　　　　　　　　答

該当するものに○を付けてください。

3 呼吸器疾患はありますか？

１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる

１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる25

３　強く感じる

従来の防じんマスクと比べて

１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる

２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

従来の防じんマスクと比べて

１　全く感じない

息苦しさ（息を吐くとき）は感じますか？

１　全く気になら
ない

視界に変化を感じませんか？

従来の防じんマスクと比べて

３　かなり増えて
いる

従来の防じんマスクと比べて

１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる

従来の防じんマスクと比べて

従来の防じんマスクと比べて

１　全く感じない

従来の防じんマスクと比べて

１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる

従来の防じんマスクと比べて

従来の防じんマスクと比べて

従来の防じんマスクと比べて

２　少し気になる

従来の防じんマスクと比べて
３　かなり気にな

る

従来の防じんマスクと比べて

従来の防じんマスクと比べて

２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　かなり上がっ
た

従来の防じんマスクと比べて

１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる

従来の防じんマスクと比べて

１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる

従来の防じんマスクと比べて

１　全く曇らない ２　少し曇る

従来の防じんマスクと比べて

３　ひどく曇る

従来の防じんマスクと比べて

１　全く感じない ３　強く感じる

従来の防じんマスクと比べて

従来の防じんマスクと比べて

風量は十分ですか

顔等に粉じんが付着することはありますか？

汗の量は増えていませんか？

夏場、暑く感じますか？

夏場、涼しく感じますか？

２　少しある

１　全くない ２　少しある

息苦しさ（息を吸うとき）は感じますか？

１　全く感じない

３　強く感じる

冬場、暖かく感じますか？

動きにくさを感じますか？ 

作業後の疲労感を感じますか？

マスクの漏れは感じますか？

粉じんを吸っていると感じることはありますか？

従来の防じんマスクと比べて

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる

マスクの重さは感じますか？

マスク内の暑さ（寒さ）を感じますか？

作業の効率が上がったと感じますか

3

4

7

8

9

10

ファンの音は気になりますか？

19

マスクの大きさは気になりますか？

１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

１　全く変わらな
い

２　少し上がった

従来の防じんマスクと比べて

従来の防じんマスクと比べて

16

18

20

21

22

23

24

冬場、寒く感じますか？

マスク内の臭いを感じますか？

２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

2

12

13

14

２　少し増えてい
る

従来の防じんマスクと比べて

11

メガネが曇りませんか？

マスク内の湿気を感じますか？

１　全く感じない

17

15

１　全く感じない

１　全く増えてい
ない

6

電動ファン付呼吸用保護具（防じんマスク）の使用アンケート票

３　強く感じる

従来の防じんマスクと比べて

１　全く気にならない ３　すごく気になる２　少し気になる

１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

２　少し感じる

２　少し不足している ３　かなり不足している

5 作業中、息切れをしたことがありますか？

１　十分である

従来の防じんマスクと比べて

３　かなりある

従来の防じんマスクと比べて

２　少し感じる ３　強く感じる

従来の防じんマスクと比べて

２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

３　強く感じる

口で呼吸することはありますか？ １　全くない ３　かなりある
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③日頃、作業で電動ファン付呼吸用保護具を使用している人にお聞きします。

①多い ②同じぐらい ③少ない ①多い ②同じぐらい ③少ない

④日頃、作業で防じんマスク（電動ファン付呼吸用保護具以外）を使用している人にお聞きします。

３　定期的に行う

　　　時間に１回、　　　日に１回、　　　週間に１回

１　したことがない ２　汚れに気が付いたとき

３　定期的に行う

　　　時間に１回、　　　日に１回、　　　週間に１回

１　したことがない ２　汚れに気が付いたとき

2
電動ファン式呼吸用保護具の使用期間はどのくらい
ですか？

（防じんマスクに比べて）マスクの清掃の頻度は変
化しましたか？

３　変わらない ４　少し増加した ５　増加した１　減少した

２　少し減少した ３　変わらない ５　増加した

３　強く感じる

４　少し増加した

１　作業前に必ず行う。 ２　時々行う ３　行ったことはない

　　　　　　年　　　　　月

１　減少した

11 給排気弁の清掃の方法は？

6 フィルターの交換基準は？

7 面体内（マスク内）は汚れていますか？

10 給排気弁の清掃の頻度は？

1
どんな作業で電動ファン付呼吸用保護具を使用して
いますか？

「グラインダーでの研磨作業」「アーク溶接作業」「原料の投入作業」等具体的にお答えください。

3

5

9

電池の充電の頻度は？

作業開始時、作業終了時、○時間に１回、○日に１回、○週間に１回といったようにお答えください。

１　ない

２　何度かある

２　何度かある

9 マスクの清掃の方法は？

２　少し感じる

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３　強く感じる

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３　必ず行っている4 防じんマスクの月例点検をしたことがありますか？

8

エアブロワ―、布でふくなど具体的に記入してください。

マスクの清掃の頻度は？

　　　時間に１回、　　　日に１回、　　　週間に１回

②ない

どのようにフィットテストをしていますか？

１　作業前に必ず行う ２　時々行う

特に汚れている個所があれば、その個所を記入ください。

１　ない

３　行ったことはない

どんな作業で防じんマスクを使用していますか？

「グラインダーでの研磨作業」「アーク溶接作業」「原料の投入作業」等具体的にお答えください。

　　　　　　　ヵ月に１回

４　少し増加した ５　増加した

３　再三ある１　ない

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3
使用していて、機能の低下等を感じますか？
（感じる部分はどこですか？）

15
（防じんマスクに比べて）鼻毛の伸び方に変化はあ
りませんか？

４　常時ある頭紐を交換したことはありますか？

使用していて、機能の低下等を感じますか？

8 マスクの清掃の頻度は？

したことがない、汚れに気が付いたとき、作業開始時、作業終了時、○時間に１回、○日に１回、○週間に１回といったようにお答えください。

4

12

１　全く感じない ２　少し感じる

従来の防じんマスクと比べて

２　少し減少した

５　増加した11
（防じんマスクに比べて）吸排気弁の清掃の頻度は
変化しましたか？

2

１　減少した ２　少し減少した ３　変わらない

13 使用中、電池切れしたことがありますか？

従来の防じんマスクと比べて

10

6

１　減少した ２　少し減少した ３　変わらない

吸排気弁の清掃の頻度は？

フィットテストをしたことがありますか？

（防じんマスクに比べて）フィルターの交換頻度
は？

４　少し増加した

１　ない ２　何度かある ３　再三ある

防じんマスクの使用期間はどのくらいですか？ 　　　　　　年　　　　　月

４　常時ある

フィットテストをしたことがありますか？

１　全く感じない

１　ある

交換の頻度は？

したことがない、汚れに気が付いたとき、作業開始時、作業終了時、○時間に１回、○日に１回、○週間に１回といったようにお答えください。

7

5 フィルターの交換基準は？

○時間に１回、○日に１回、○週間に１回といったようにお答えください。

面体内（マスク内）は汚れていますか？

特に汚れている個所があれば、その個所を記入ください。

２　何度かある ３　再三ある ４　常時ある

14

1

エアブロワ―、布でふくなど具体的に記入してください。

12 頭紐を交換したことはありますか？
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Ⅲ 結果と考察 

１ 負荷測定結果 

  （岡山理科大学） 

（造船業Ａ）平成２７年８月１１日 気温 31.9±2.1℃ 湿度 53.8±17.5％ 

   

 

（耐火物製造業Ａ）平成２７年８月１９日 気温 27.2±0.9℃ 湿度 67.4±3.3％ 

     

 

（造船業Ｂ）平成２７年８月２１日 気温 30.3±1.2℃ 湿度 76.4±7.5％ 
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（耐火物製造業Ｂ）平成２７年９月３日 気温 25.8±0.9℃ 湿度 78.4±4.3％ 

     

電動ファン付き呼吸用保護具で従来の防じんマスクとの優位性が認められ

た測定項目は 

①マスク内圧の増加（図１） 

②脈拍数の減少（図２） 

③マスク内湿度の減少（図３） 

であり、優位性が認められなかった測定項目は、 

①血中酸素濃度（図４） 

②皮膚温度（体温）（図５） 

③マスク内温度（図６） 

④呼吸数（図７） 

  であった。 

   特に脈拍数が減少したことから、電動ファン付き呼吸用保護具においては、

電動ファンによる呼吸努力の軽減により、身体の負荷が低下することが認め

られた（図８）。脈拍数が減少したのはマスク内圧が増加したことが要因であ

ることもわかった。 

   しかしながら、高負荷の作業を行うと上記の効果が表れないことも明らか

になった。これは、電動ファンの効果がないわけではなく、電動ファンの効

果が高負荷の作業による脈拍数の増加に埋もれてしまった結果であると考え

られる。 
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図２ 脈拍数の比較 

図１ マスク内外圧差の比較 
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図４ 血中酸素濃度の比較 

図３ マスク内湿度の比較 
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図５ 皮膚温度の比較 

図６ マスク内温度の比較 
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２ アンケート調査結果 

（１）アンケートの回収状況 

   造船業、耐火物製造業、鉄鋼業の事業場にアンケートを依頼し、最終的に

は８社８０人から回答を得た。 

   その内訳は、 

    造船業     ３社 ３９名 

    耐火物製造業  ３社 ２５名 

    鉄鋼業     ２社 １６名 

  である。 

 

（２）結果及び考察 

①（電動ファン付き呼吸用保護具を使ってみて）風量は十分ですか？ 

全体のアンケートでは、「十分である」との回答が３２人（８２．１％）

である。 

一方、「少し不足している」との回答が７人（１７．９％）であるが、従

来の防じんマスクに比べ「不足している」との意見はない。 

被験者のみのアンケートでも、「十分である」との回答が１２人（７５．

０％）である。 

図７ 呼吸数の比較 
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「少し不足している」との回答が４人（２５．９％）であるが、従来の

防じんマスクに比べ「不足している」との意見はない。 

「少し不足している」と回答した１名は、平均体型から大きく外れてお

り、その１名を除けば、全体のアンケートとほぼ同様結果といえる。 

（全体） （被験者のみ） 

  

 

②（電動ファン付き呼吸用保護具を使ってみて）息苦しさ（息を吸うとき）

は感じますか？ 

全体のアンケートでは、「全く感じない」との回答が２９人（７０．７％）

である。 

「少し感じる」との回答が１２人（２９．３％）であるが、そのうち従

来の防じんマスクと比較すると、 

「少ない」 ５人 

  「同じ」  ２人 

  「多い」  ２人 

である。 

被験者のみのアンケートでも、「全く感じない」との回答が１１人（６８．

８％）である。 

「少し感じる」との回答が５人（３１．３％）であるが、全体のアンケ

ートとほぼ同様の結果であった。 
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（全体） 

 

（被験者のみ） 

 

 

③（電動ファン付き呼吸用保護具を使ってみて）息苦しさ（息を吐くとき）

は感じますか？ 

全体のアンケートでは、「全く感じない」との回答が３４人（８２．９％）

である。 

「少し感じる」との回答が７人（１７．１％）はあるが、そのうち従来

の防じんマスクと比較すると 

  「少ない」 ３人 

  「同じ」  ４人 

である。 

また、被験者のみのアンケートでも、「全く感じない」との回答が１５人

（９３．８％）である。 

（全体） 

 

（被験者のみ） 

 

 

④（電動ファン付き呼吸用保護具を使ってみて）マスクの漏れは感じます

か？ 

全体のアンケートでは、「全く感じない」との回答が３１人（７５．６％）
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である。 

「少し感じる」との回答が９人（２２．０％）であるが、そのうち従来

の防じんマスクと比較すると 

  「少ない」 ２人 

  「同じ」  ５人 

である。 

「強く感じる」との回答が１人（２．４％）あったが、従来の防じんマ

スクと比較すると「同じ」とのことであった。 

また、被験者のみのアンケートでも、「少し感じる」との意見が４人（２

５．０％）と全体のアンケートと同様の結果であった。 

（全体） 

 

（被験者のみ） 

 

 

⑤（電動ファン付き呼吸用保護具を使ってみて）粉じんを吸っていると感

じますか？ 

全体のアンケートでは、「全く感じない」との回答が３８人（９２．７％）

である。 

「少し感じる」との意見が３人（７．３％）はあるが、そのうち従来の

防じんマスクとの比較すると 

  「少ない」 ３人 

である。 

また、被験者のみのアンケートでも、「全く感じない」との回答が１５人

（９３．８％）である。 

「少し感じる」との回答が１人（６．３％）であったが、全体のアンケ

ートとほぼ同様の結果であった。 
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（全体） 

 

（被験者のみ） 

 

 

⑥（電動ファン付き呼吸用保護具を使ってみて）マスク内の湿気を感じま

すか？ 

全体のアンケートでは、「全く感じない」との回答が１７人（４１．５％）

である。 

「少し感じる」との回答が２１人（５１．２％）であるが、そのうち従

来の防じんマスクとの比較すると 

  「少ない」 ８人 

  「同じ」  ７人 

  「多い」  ４人 

  「無回答」 ２人 

である。 

「強く感じる」との回答が３人（７．３％）はある。 

また、被験者のみのアンケートでは、「全く感じない」との回答が１１人

（６８．８％）である。 

「少し感じる」との意見が５人（３１．３％）である。 

（全体） 

 

（被験者のみ） 
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⑦（電動ファン付き呼吸用保護具を使ってみて）ファンの音は気になりま

すか？ 

全体のアンケートでは、「全く気にならない」との回答が２０人（４８．

８％）であるが、 

「少し気になる」  １８人（４３．９％） 

「すごく気になる」  ３人（ ７．３％） 

と、半数以上が「気になる」と答えている。 

一方、被験者のみのアンケートでは、「全く気にならない」との回答が１

２人（７５．０％）であり、「気になる」との回答が全体のアンケートに比

べ少ない。 

（全体） 

 

（被験者のみ） 

 

 

⑧（電動ファン付き呼吸用保護具を使ってみて）大きさは気になりますか？ 

全体のアンケートでは、「全く気にならない」との回答が２１人（５１．

２％）であるが、 

「少し気になる」   １２人（２９．３％） 

「かなり気になる」    ８人（１９．５％） 

と、半数近くが「大きさが気になる」と答えている。 

一方、被験者のみのアンケートでも、「全く気にならない」との回答が１

０人（６２．５％）であり「気になる」との回答が全体のアンケートに比

べ少ない。 
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（全体） 

 

（被験者のみ） 

 

 

⑨（電動ファン付き呼吸用保護具を使ってみて）重さは気になりますか？ 

全体のアンケートでは、「全く感じない」との回答が９人（２２．０％）

であるが、 

「少し感じる」   ２４人（５８．５％） 

「強く感じる」    ８人（１９．５％） 

と、「マスクの重さが気になる」との回答が多い。 

一方、被験者のみのアンケートでも、「全く感じない」との回答が２人（１

２．５％）と少なく、「少し感じる」との回答が大多数を占めている。 

（全体） 

 

（被験者のみ） 

 

 

⑩（従来の防じんマスクに比べて）フィルターの交換頻度は？ 

全体のアンケートでは、 

「減少した」と「少し減少した」の合計  １３人（３４．２％） 

「増加した」と「少し減少した」の合計   ９人（２３．７％） 

の回答である。 

従来の防じんマスクに比べ、わずかながら交換頻度は減少しているとの
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回答結果である。 

（全体） 

 

 

⑩機能の低下を感じますか？ 

全体のアンケートでは、「機能の低下を感じない」との回答は、 

電動ファン付き呼吸用保護具  ２４人（６４．９％） 

従来の防じんマスク      ２７人（５４．０％） 

であった。 

（電動ファン付き呼吸用保護具） 

 

（従来の防じんマスク） 

 

 

⑪その他 

全体のアンケートでは、「電池切れをした」経験があるとの回答が半数以

上あった。 

 

 

 

 

 



24 

 

（全体） 

 

 

Ⅳ まとめ 

電動ファン付き呼吸用保護具を着用した作業者に与える負荷が従来の防じ

んマスクに比べ低くなることは、 

①マスク内圧の増加 

②脈拍数の減少 

  から認められる。 

   また、アンケート結果においても、電動ファン付き呼吸用保護具が、従来

の防じんマスクより息苦しさを感じないことを示している。さらに、アンケ

ート項目の多くで、従来の防じんマスクに比べ電動ファン付き呼吸用保護具

の優位性を示している。 

従来の防じんマスクでは、その装着状況によって漏れ率の高いことが、岡

山産業保健推進センターの平成１５年度の調査研究「粉塵作業場におけるマ

スク効率と呼吸機能に関する研究」においても報告されている。 

しかし、電動ファン付き呼吸用保護具では、その構造上マスクの内部が陽

圧となることから、装着方法に係らず漏れ率が極めて低い。 

一方、電動ファン付き呼吸用保護具では、大きさが気になること、重量が

重いこと、電池の使用時間が短いこと、水洗いができないこと等の問題点も

アンケートの回答から明らかになっている。 

さらに、今回の調査結果にはないが、負荷測定やアンケートに協力してい

ただいた事業場等から、「電動ファン付き呼吸用保護具の利点は理解できるが、

従来の防じんマスクに比べ高額でことが導入へのネックとなっている。」旨の

意見がある。 
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Ⅴ おわりに 

考察で述べたように、従来の防じんマスクに対し、電動ファン付き呼吸用

保護具の作業者に対する負荷が低減することは明らかになったが、高負荷の

作業では測定項目の数値上の優位性が認められなかった。 

これは、電動ファン付き呼吸用保護具の効果がないわけではなく、電動フ

ァン付き呼吸用保護具の効果が高負荷の作業による脈拍数の増加に埋もれて

しまった結果であると考えられる。 

今後、脈拍数（心拍）の変動を周波数解析し、電動ファンが自律神経（交

感神経と副交感神経）の活動に及ぼす効果を検討してみたい。 

電動ファン付き呼吸用保護具には、総合考察で述べたように従来の防じん

マスクに対する優位性が認められ、漏れ率の少ない装着方法を徹底すること

が作業現場や作業者によっては極めて難しい現状があることから、ルーズに

装着しても漏れ率が少ない利点を生かし、従来の防じんマスクより、遥かに

作業者が粉じんを吸引することを防止できるものと判断できる。 

また、電動ファン付き呼吸用保護具の価格や重量等の問題点は、着用の効

果に比べ小さいものと判断でき、今後メーカーの努力やその普及により改善

が進むものと考えられる。 

岡山産業保健総合支援センターにおいても、本件調査研究の結果をもとに、

電動ファン付き呼吸用保護具の普及に努めていきたい。 

 

（倫理的配慮および利益相反） 

負荷測定を行う作業者については、事業場及び作業者本人に同意をとると

ともに、氏名並びに生年月日などの個人を特定される情報は、収集しない。

また、アンケート調査も同様とし、調査対象者に不利益が生じないように配

慮した。 

また、事業場及び作業者本人に対し、調査内容を明らかにし、事業場や個

人が特定されないように匿名で行い、得られたデータは統計的処理のみに使

用するとした。 

調査研究に使用する電動ファン付呼吸用保護具並びに防じんマスクについ

ては、利益相反が起きないように、代表的メーカー２社のものを使用し、そ

れぞれＡ社、Ｂ社として標記し、区別しないこととした。 
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